




























第1節． 多様化するネットコミュニケーション   
第2節． テクノロジーに振り回されること   
第3節． インターネット・パラドックス  
第4節． ネットワークにおけるフレーミング現象  
第5節． ディスコミュニケーションの概念と学習モデル  





ケーションの理論的枠組み         
第4節． ネット上のコンピュータ支援による協働学習におけるディスコミュニ 
ケーションモデル  
























































































(1) 高木光太郎．“ディスコミュニケーション心理学 第 10 章 ディスコミュニケーショ
ン事態の形式論 －言語的相互作用の微視分析に向けて－”．山本登志哉・高木光太郎．
財団法人 東京大学出版会，2011.3，p.247-275． 
(2) Gerry Stahl, Timothy Koschmann, and Daniel D. Suthers．第 24章コンピュータ支
援による協働学習．学習科学ハンドブック．Ｒ．Ｋ．ソーヤー編 森敏昭・秋田喜代
美監訳, 培風館, 2009.7，p.326-340． 
  
































































に解明する。   
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受動的に情報を得る web1.0 の時代にはなかった新たなる流れとしての、ブログ、mixi な
どの SNS に代表される CGM（コンシューマー・ジェネレイテッド・メディア）や誰もが
編集できるウィキペディアのようなユーザー参加型の百科事典、グーグルなどの検索エン
ジンやグーグルマップのような直観的操作ができるリッチインターフェースなどが、
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を挙げている。ギャローデッド大学(Gallaudet University) の ENFI プロジェクト、トロ
ント大学(University of Toront)の CSILEプロジェクト、カリフォルニア大学サンディエゴ
校(University of California San Diego)の 5次元プロジェクトが知られている。これらのプ
ロジェクトは、コンピュータを用いて教育の中に社会的活動を取り入れるための言葉の学
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第 1項 調査方法  
(1) 話題を抽出する 
2ちゃんねる過去ログを 5年ごとに切り分けし、2002‐2006年「女子高生の質問に男子
高生が答えるスレ 20 時間目」と 2007-2011 年『女子高生の質問に男子高生が答えるスレ
60時間目』を対象に、専用のヴューアーを用いて恋愛問題に関するスレッドを呼び起こし、
サクラエディタにデータを落とし込んで編集した。サクラエディタを用いた理由は、今回








































第 2項 調査結果  
(1) 話題を抽出する 
2002‐2006年の過去ログからは、391トピック、579チャットを取り出すことができた。
内訳は、1チャットは 57.8％、2チャットは 37.6％、3チャットは 3.8％、6チャットが 0.3％






図 1  2002‐2006年の過去ログにおけるチャット数の割合 
 
話題に関しては、アドレス関連が 46 チャット、贈り物関連が 47 チャット、想いに関し
た内容が 74 チャット、学校生活に関した内容が 23 チャット、告白と方法に関する内容が
68チャット、心の内面に関した内容が 83チャット、失敗については 12チャット、社会生
活に関する内容が 6 チャット、趣味については 9 チャット、他の学校やクラスの生徒に関
した内容が 13 チャット、メル友関係に関した内容が 33 チャット、容姿・性格・行動・態





図 2  2002-2006年カテゴリー別チャット数 
 
2007‐2011年の過去ログからは、372トピック、571チャットを取り出すことができた。







































































1 トピック平均 1.54 チャットであった。送り手の質問に対して受け手が返答し、送り手が
2チャット目を書き込むが、受け手からは返答がない状況を満たしていると言えるであろう。 
 
図 3  2007‐2011年の過去ログにおけるチャット数の割合 
 
話題に関しては、アドレス関連が 13 チャット、贈り物関連が 20 チャット、想いに関し
た内容が 96 チャット、学校生活に関した内容が 18 チャット、告白と方法に関する内容が
94チャット、心の内面に関した内容が 30チャット、社会生活に関する内容が 12チャット、
メル友関係に関した内容が 59 チャット、容姿・性格・行動・態度に関した事柄が 93 チャ





























































































































話題を抽出したものが、次の表 3 である。但し、ディスコミュニケーションが 1 例のみの
話題に関しては、統計的な差が得られないために対象から除外した。 
 































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 6  2002-2006年想い－呼び方 距離行列一覧表 
 
 










布図では、原点(0,0)を基準に、呼び捨ては当事者Ｂ977 の書き込み（第 2 クラスターの構
成単位）は右上、あだ名、質問は当事者Ａ976の書き込み（第 2クラスターの構成単位）は





名前 あだ名 自分 相手 割り込み 呼び捨て 質問
名前 0.00 0.91 2.32 2.32 2.46 0.91 0.91
あだ名 0.91 0.00 3.10 3.10 3.05 0.00 0.00
自分 2.32 3.10 0.00 0.00 3.46 3.10 3.10
相手 2.32 3.10 0.00 0.00 3.46 3.10 3.10
割り込み 2.46 3.05 3.46 3.46 0.00 3.05 3.05
呼び捨て 0.91 0.00 3.10 3.10 3.05 0.00 0.00
質問 0.91 0.00 3.10 3.10 3.05 0.00 0.00
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表 7  2002-2006年容姿性格行動－性格 距離行列一覧表   
 
 













アド ガン シャイ バル ボーイ 学校 基本 自分 女子 勇気 あいさつ アドレス ちょっと 挨拶 勘違い
アド 0.00 2.45 2.45 2.45 2.45 2.45 0.00 0.00 2.45 2.45 2.45 2.45 2.45 3.67 3.67
ガンバル 2.45 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 2.45 2.45 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3.24 3.24
シャイ 2.45 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 2.45 2.45 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3.24 3.24
ボーイ 2.45 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 2.45 2.45 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3.24 3.24
学校 2.45 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 2.45 2.45 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3.24 3.24
基本 0.00 2.45 2.45 2.45 2.45 2.45 0.00 0.00 2.45 2.45 2.45 2.45 2.45 3.67 3.67
自分 0.00 2.45 2.45 2.45 2.45 2.45 0.00 0.00 2.45 2.45 2.45 2.45 2.45 3.67 3.67
女子 2.45 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 2.45 2.45 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3.24 3.24
勇気 2.45 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 2.45 2.45 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3.24 3.24
あいさつ 2.45 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 2.45 2.45 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3.24 3.24
アドレス 2.45 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 2.45 2.45 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3.24 3.24
ちょっと 2.45 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 2.45 2.45 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3.24 3.24
挨拶 3.67 3.24 3.24 3.24 3.24 3.24 3.67 3.67 3.24 3.24 3.24 3.24 3.24 0.00 0.00



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































当事者Ａ523 の書き込みで第 3 クラスターの構成単位、女の子、友達、ニキビは当事者Ｂ
522の書き込みで第 4クラスターの構成単位、評価、髪型、話題、男子は当事者Ｃ500の書
き込みで第 5クラスターの構成単位、幻滅、髪の毛、感じ、匂いは当事者Ｂ498の書き込み












表 9  2007‐2011年 SNS、サイト－コメントについて 距離行列一覧表 
 


















自分 友達 コメント 位置 質問 便乗
自分 0.00 2.45 0.00 0.00 3.24 0.00
友達 2.45 0.00 2.45 2.45 3.67 2.45
コメント 0.00 2.45 0.00 0.00 3.24 0.00
位置 0.00 2.45 0.00 0.00 3.24 0.00
質問 3.24 3.67 3.24 3.24 0.00 3.24
便乗 0.00 2.45 0.00 0.00 3.24 0.00
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表 10  2007‐2011年 SNS、サイト－隠語の意味 距離行列一覧表 
 









を基準に、意味、女子、メールは当事者 363 の書き込み（第 1 クラスターの構成単位）と









感じ 自分 女子 男子 意味 勉強 テスト メール 質問
感じ 0.00 3.79 2.10 0.00 2.10 0.00 0.00 2.10 2.10
自分 3.79 0.00 3.74 3.79 3.74 3.79 3.79 3.74 3.74
女子 2.10 3.74 0.00 2.10 0.00 2.10 2.10 0.00 0.00
男子 0.00 3.79 2.10 0.00 2.10 0.00 0.00 2.10 2.10
意味 2.10 3.74 0.00 2.10 0.00 2.10 2.10 0.00 0.00
勉強 0.00 3.79 2.10 0.00 2.10 0.00 0.00 2.10 2.10
テスト 0.00 3.79 2.10 0.00 2.10 0.00 0.00 2.10 2.10
メール 2.10 3.74 0.00 2.10 0.00 2.10 2.10 0.00 0.00
質問 2.10 3.74 0.00 2.10 0.00 2.10 2.10 0.00 0.00
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表 11  2007‐2011年メル友－文面 距離行列一覧表 
 












書き込みで第 4クラスターの構成単位で、以上 4つのクラスターに分類された。 
対応分析によって作成された散布図では、原点(0,0)を基準に、原点(0,0)付近で、話、漫画、
バカ オススメ ショック 感じ 感情 女の子 少女 心底 相手 男子 地域 内容 本当 漫画 メール 意味 勘違い 存在
バカ 0.00 3.07 0.00 0.00 0.00 2.67 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3.25 3.73 0.00 0.00 0.00 0.00 3.07
オススメ 3.07 0.00 3.07 3.07 3.07 0.72 3.07 3.07 3.07 3.07 3.07 4.14 4.80 3.07 3.07 3.07 3.07 0.00
ショック 0.00 3.07 0.00 0.00 0.00 2.67 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3.25 3.73 0.00 0.00 0.00 0.00 3.07
感じ 0.00 3.07 0.00 0.00 0.00 2.67 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3.25 3.73 0.00 0.00 0.00 0.00 3.07
感情 0.00 3.07 0.00 0.00 0.00 2.67 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3.25 3.73 0.00 0.00 0.00 0.00 3.07
女の子 2.67 0.72 2.67 2.67 2.67 0.00 2.67 2.67 2.67 2.67 2.67 3.41 4.07 2.67 2.67 2.67 2.67 0.72
少女 0.00 3.07 0.00 0.00 0.00 2.67 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3.25 3.73 0.00 0.00 0.00 0.00 3.07
心底 0.00 3.07 0.00 0.00 0.00 2.67 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3.25 3.73 0.00 0.00 0.00 0.00 3.07
相手 0.00 3.07 0.00 0.00 0.00 2.67 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3.25 3.73 0.00 0.00 0.00 0.00 3.07
男子 0.00 3.07 0.00 0.00 0.00 2.67 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3.25 3.73 0.00 0.00 0.00 0.00 3.07
地域 0.00 3.07 0.00 0.00 0.00 2.67 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3.25 3.73 0.00 0.00 0.00 0.00 3.07
内容 3.25 4.14 3.25 3.25 3.25 3.41 3.25 3.25 3.25 3.25 3.25 0.00 0.66 3.25 3.25 3.25 3.25 4.14
本当 3.73 4.80 3.73 3.73 3.73 4.07 3.73 3.73 3.73 3.73 3.73 0.66 0.00 3.73 3.73 3.73 3.73 4.80
漫画 0.00 3.07 0.00 0.00 0.00 2.67 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3.25 3.73 0.00 0.00 0.00 0.00 3.07
メール 0.00 3.07 0.00 0.00 0.00 2.67 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3.25 3.73 0.00 0.00 0.00 0.00 3.07
意味 0.00 3.07 0.00 0.00 0.00 2.67 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3.25 3.73 0.00 0.00 0.00 0.00 3.07
勘違い 0.00 3.07 0.00 0.00 0.00 2.67 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3.25 3.73 0.00 0.00 0.00 0.00 3.07







込み者Ａ308 の書き込み（第 3 クラスターの構成単位）は原点(0,0)の右下、本当は当事者
Ａ304 の書き込み（第 4 クラスターの構成単位）で原点(0,0)の右上、女の子は割り込み者






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































自分、期待、報告は当事者Ａ447 の書き込みで第 5 クラスターの構成単位で、以上 5 つの
クラスターに分類された。対応分析によって作成された散布図では、原点(0,0)を基準に、
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































込み者 140 の書き込みで第 4 クラスターの構成単位、関係、意識、積極、気持ち、女子は
当事者Ｂ135の書き込みで第 5クラスターの構成単位、緊張、努力、挨拶、自身、自分は当





構成単位）、お互いは割り込み者 140 の書き込み（第 4 クラスターの構成単位）があった。
返事は当事者Ａ130の書き込み（第 2クラスターの構成単位）は座標(0,+x)上付近にあった。








表 14  2007‐2011年心の中－好意の表し方 2 距離行列一覧表 
 













程度 好意 自分 人間 相手 理由 心配 お話 メール 行動 対応 罵倒 変換 放置
程度 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3.34 0.00 0.00 0.00 0.00 3.34 0.00 0.00 4.60
好意 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3.34 0.00 0.00 0.00 0.00 3.34 0.00 0.00 4.60
自分 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3.34 0.00 0.00 0.00 0.00 3.34 0.00 0.00 4.60
人間 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3.34 0.00 0.00 0.00 0.00 3.34 0.00 0.00 4.60
相手 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3.34 0.00 0.00 0.00 0.00 3.34 0.00 0.00 4.60
理由 3.34 3.34 3.34 3.34 3.34 0.00 3.34 3.34 3.34 3.34 0.00 3.34 3.34 5.48
心配 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3.34 0.00 0.00 0.00 0.00 3.34 0.00 0.00 4.60
お話 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3.34 0.00 0.00 0.00 0.00 3.34 0.00 0.00 4.60
メール 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3.34 0.00 0.00 0.00 0.00 3.34 0.00 0.00 4.60
行動 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3.34 0.00 0.00 0.00 0.00 3.34 0.00 0.00 4.60
対応 3.34 3.34 3.34 3.34 3.34 0.00 3.34 3.34 3.34 3.34 0.00 3.34 3.34 5.48
罵倒 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3.34 0.00 0.00 0.00 0.00 3.34 0.00 0.00 4.60
変換 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3.34 0.00 0.00 0.00 0.00 3.34 0.00 0.00 4.60

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































事者Ａ511 の書き込みで第 4 クラスターの構成単位、センス、脱帽は割り込み者Ａ23 の書
き込みで第 5クラスターの構成単位、クリスマス、回答は当事者Ａ517の書き込み、腕時計、
















表 16  2007‐2011年想い－彼女が欲しい 距離行列一覧表 
 







事者Ｂ530 の書き込みで第 4 クラスターの構成単位で、以上 4 つのクラスターに分類され
た。対応分析によって作成された散布図では、原点(0,0)を基準に、自分、勉強、多少、カ
ップル、周りは当事者Ａ524の書き込み（第 1クラスターの構成単位）、卒業、一緒、女子、
本気は当事者Ａ528 の書き込み（第 2 クラスターの構成単位）は座標(-x,0)上付近で、近く




クラス 自分 相手 カップル 考え 支え 周り 女子 多少 本気 一緒 卒業 勉強
クラス 0.00 2.19 0.00 2.19 0.00 4.38 2.19 2.19 2.19 2.19 2.19 2.19 2.19
自分 2.19 0.00 2.19 0.00 2.19 4.20 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
相手 0.00 2.19 0.00 2.19 0.00 4.38 2.19 2.19 2.19 2.19 2.19 2.19 2.19
カップル 2.19 0.00 2.19 0.00 2.19 4.20 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
考え 0.00 2.19 0.00 2.19 0.00 4.38 2.19 2.19 2.19 2.19 2.19 2.19 2.19
支え 4.38 4.20 4.38 4.20 4.38 0.00 4.20 4.20 4.20 4.20 4.20 4.20 4.20
周り 2.19 0.00 2.19 0.00 2.19 4.20 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
女子 2.19 0.00 2.19 0.00 2.19 4.20 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
多少 2.19 0.00 2.19 0.00 2.19 4.20 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
本気 2.19 0.00 2.19 0.00 2.19 4.20 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
一緒 2.19 0.00 2.19 0.00 2.19 4.20 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
卒業 2.19 0.00 2.19 0.00 2.19 4.20 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
勉強 2.19 0.00 2.19 0.00 2.19 4.20 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
56 
 































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 18  2007‐2011年恋愛対象－好みのタイプ 距離行列一覧表 
 
 












タイプ 女子 相手 異性 感じ 見た目 自身 女の子 状態 人間 性格 恋愛 アピール 信用
タイプ 0.00 0.00 0.00 0.00 2.66 2.66 0.00 3.15 3.15 0.00 2.66 0.00 0.00 0.00
女子 0.00 0.00 0.00 0.00 2.66 2.66 0.00 3.15 3.15 0.00 2.66 0.00 0.00 0.00
相手 0.00 0.00 0.00 0.00 2.66 2.66 0.00 3.15 3.15 0.00 2.66 0.00 0.00 0.00
異性 0.00 0.00 0.00 0.00 2.66 2.66 0.00 3.15 3.15 0.00 2.66 0.00 0.00 0.00
感じ 2.66 2.66 2.66 2.66 0.00 0.00 2.66 3.76 3.76 2.66 0.00 2.66 2.66 2.66
見た目 2.66 2.66 2.66 2.66 0.00 0.00 2.66 3.76 3.76 2.66 0.00 2.66 2.66 2.66
自身 0.00 0.00 0.00 0.00 2.66 2.66 0.00 3.15 3.15 0.00 2.66 0.00 0.00 0.00
女の子 3.15 3.15 3.15 3.15 3.76 3.76 3.15 0.00 0.00 3.15 3.76 3.15 3.15 3.15
状態 3.15 3.15 3.15 3.15 3.76 3.76 3.15 0.00 0.00 3.15 3.76 3.15 3.15 3.15
人間 0.00 0.00 0.00 0.00 2.66 2.66 0.00 3.15 3.15 0.00 2.66 0.00 0.00 0.00
性格 2.66 2.66 2.66 2.66 0.00 0.00 2.66 3.76 3.76 2.66 0.00 2.66 2.66 2.66
恋愛 0.00 0.00 0.00 0.00 2.66 2.66 0.00 3.15 3.15 0.00 2.66 0.00 0.00 0.00
アピール 0.00 0.00 0.00 0.00 2.66 2.66 0.00 3.15 3.15 0.00 2.66 0.00 0.00 0.00
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=ニッポンの“寝直し” 便所の落書き, 洋泉社, 2003.6, pp.121-124 
2)   2ちゃんねる中毒 (2002) 末井昭, 白夜書房, pp76 
3)   荻上チキ. ネットいじめ ウェブ社会と終わりなき「キャラ戦争」 第 5 章 炎上
や荒らしのような暴力的「空気」を棲み分ける, PHP新書, 2008.7, pp.236-237 
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自由度 変動 分散 観測された分散比 有意 F
回帰 4 14.77273 3.693182 0.115924223 0.973534
残差 9 286.7273 31.85859
合計 13 301.5
係数 標準誤差 t P-値 下限 95% 上限 95% 下限 95.0% 上限 95.0%
切片 13.54545 4.562531 2.968847 0.015731862 3.224292 23.86662 3.224292 23.86662
x1 -1.72727 6.367675 -0.27126 0.792312899 -16.132 12.67741 -16.132 12.67741
x2 -0.09091 4.421491 -0.02056 0.984044687 -10.093 9.911199 -10.093 9.911199
x3 -1.90909 4.421491 -0.43178 0.676063875 -11.9112 8.093018 -11.9112 8.093018















帰無仮説：2002-2006 想いについての 2 つのトピックでは形容詞の出現率の実測値と予測













想い呼び方 11.44 12.29 23.73
想い片思い 10.56 11.35 21.91
合計 22 23.64 45.64
想い呼び方 11 12.73
想い片思い 11 10.91








帰無仮説：2002-2006 容姿性格行動についての 2 つのトピックでは形容詞の出現率の実測




と予測値との割合に差がない。検定結果は、有意水準 5%、χ2値 2.53、P値 0.11で、P>0.05
であった。 
 
帰無仮説：2007-2011 メル友についての 2 つのトピックでは形容詞の出現率の実測値と予
測値との割合に差がない。検定結果は、有意水準 5%、χ2 値 0.06、P 値 0.80 で、P>0.05
実測値 予測値 合計
性格 15.83 12.81 28.64
容姿 15.17 12.28 27.45
合計 31 25.09 56.09
性格 17 11.64
容姿 14 13.45






SNSコメント 13.42 16.03 29.45
SNS隠語 7.58 9.06 16.64
合計 21 25.09 46.09
SNSコメント 16 13.45
SNS隠語 5 11.64






メル友文面 11.57 13.16 24.73
メル友ぶちり 11.43 13.02 24.45
合計 23 26.18 49.18
メル友文面 12 12.73
メル友ぶちり 11 13.45









帰無仮説：2007-2011 心の中についての 2 つのトピックでは形容詞の出現率の実測値と予
測値との割合に差がない。検定結果は、有意水準 5%、χ2 値 0.02、P 値 0.89 で、P>0.05
であった。 
 
帰無仮説：2007-2011 想いについての 2 つのトピックでは形容詞の出現率の実測値と予測
値との割合に差がない。検定結果は、有意水準 5%、χ2値 0.95、P値 0.33で、P>0.05で
あった。 
 
帰無仮説：2007-2011 恋愛対象についての 2 つのトピックでは形容詞の出現率の実測値と
実測値 予測値 合計
心の中好意１ 13.76 13.06 26.82
心の中好意２ 11.24 10.67 21.91
合計 25 23.73 48.73
心の中好意１ 14 12.82
心の中好意２ 11 10.91






想い彼女がほしい 23.20 15.16 38.36
想い片思い 13.80 9.02 22.82
合計 37.00 24.18 61.18
想い彼女がほしい 25 13.36
想い片思い 12 10.82






恋愛対象恋愛対象 8.37 14.08 22.45
恋愛対象タイプ 7.63 12.82 20.45
合計 16.00 26.90 42.90
恋愛対象恋愛対象 9 13.45
恋愛対象タイプ 7 13.45
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